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      みんなのしあわせを      副校長  高際 尚子 

 赤ちゃんが生まれ、言葉を覚え、外に出て遊び・・・。生徒は、

家庭科の時間や「いのちの教育」の時間に、赤ちゃんの成長につ

いて学びます。子どもの成長を子ども自身から見ると、ハイスピ

ードで自分を取り巻く「世界」がどんどん大きく広がっていくよ

うに見えるのではないでしょうか。自分は一人で生きているので

はなくみんながいるということを認識し、自分の快・不快だけで

なく、みんながしあわせであってほしいと願う大人になっていく（わがままを言わなくなる）、それが子ど

もの成長です。 

現代社会ではさらに、見えない、実感の伴わない「世界」のしあわせも考える必要があります。SDGｓの

学びは、何もかもが地球規模で、一国のわがままなど許されないことを教えます。ネットの世界での情報の

速さ、危うさにも対応していかなければなりません。 

新型コロナウイルス、アルファ株、デルタ株、オミクロン株・・・。どこまで続くのだろうと考えてしま

う今日このごろです。感染症が世界的に広がったのは人類史上これが初めてではないけれど、伝染のスピー

ド感がけた違いだと言われています。そのせいで、「どこまで続くのだろう」という思いは、おそらく全世

界 78 億 7500 万のほとんどの人々が思っていることなのではないでしょうか。今このときに世界中の人が

同じ思いをもっていることなど、人類史上初めてかもしれません。「戦争が早く終わってほしい」とか、「オ

リンピックを楽しもう」とか、世界的規模で多くの人々が同じ事柄について考えた時期はあったかもしれま

せんが、これほどの人が同時に同じ願いをもつことはかつてなかったのではないでしょうか。 

２０２１年がまもなく終わります。生徒の皆さん、コロナがもたらしたもの、これからもたらすものと共

に、「みんなのしあわせ」を世界規模で考える年末にしてみませんか？ 
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天沼中 HP の QR コードです。 

不定期更新の天中日記が見 

られます↑ 

１１月、杉並区教育ビジョン２０２２案が発表されましたので一部を掲載します。 

Ⅰ 私たちが大切にしたい教育 

みんなのしあわせを創る杉並の教育 

人は誰もが、しあわせになりたいという願いをもっています。 

自分が描いた夢や目標に向かって努力し続けることや、そこで得た成果を他者と共有したり、「ありがとう」

という言葉を通して誰かの役に立っていることを実感したりすることによって、人は生きがいを感じ、そうし

た過程そのものが一人ひとりのしあわせとつながっています。区民アンケートにおいて、子どもたちから最も

多く寄せられた「うれしくてがんばろうと思える一言」は「ありがとう」でした。 

誰もが自分らしく生きることを大切にしながら、将来を見通しにくい社会の中で、みんなのしあわせを創るた

めには、一人ひとりが当事者として共に認め合いながら、協力して社会を創り、担うこと、そして、それを支

える教育が大切です。 

そのためには、誰もが等しく学びの機会を得られる「すべての人に教育を」(Education for All)という基

礎の上に、共に学び合い、教え合い、かかわり合って、新たな価値を創り出していくための「みんなが共に教

育を創る」（Education by All）という考え方が欠かせません。 

こうした観点から、私たちが大切にしたい教育として「みんなのしあわせを創る杉並の教育」を掲げます。 
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上の写真は、12 月 4 日の土曜授業で行われた１年「和食講座」、2 年和楽器発表会、３年落語入門講座の様子

です。和食は日本の誇る「だし」のとり方や味わいについて、実際に味わうことで学びました。学校支援本部の

皆さんが、裏で試食用の出しを用意してくださいました。２年生の音楽の授業では、箏と三味線に分かれて「さ

くらさくら」の演奏ができるまでに練習し、たくさんの保護者の方の前で発表することができました。心和む音

色が響きました。３年生は、杉並区在住の落語家、昔昔亭慎太郎師匠に２年ぶりにご来校いただき、落語の歴史

や所作のご指導のあと、落語「転失気」を一席、聞かせていただきました。師匠から、「受験で忙しい３年生の息

抜きになれば」との言葉をいただきました。 

11 月末から、１年生では華道・茶道の講座が始まりました。昨年度はコロナ禍のために使用できなかった天沼

中の誇る茶室「天恵庵」にて茶道、会議室では小原流の生け花を学びました。また、全学年、書道教室も始まり、

書道家の講師の先生からご指導を受けました。※12 月 23 日放課後は書初め教室が開催されます。（申し込み必

要 17 日締切） 
 

天沼小学校から来校  杉並区総合震災訓練（レスキュー隊） 

★11 月から、近隣の天沼小で校舎増築工事が始まり、天沼 

中の校庭をお貸しして小学生の体育の授業が行われています。 

広い校庭いっぱいに広がる小学生の歓声は、ほほえましいで 

す。また、小学校２年生の「まちたんけん」のグループが来 

校、中学校のことについてたくさん質問し、校内を探検し、 

「もっとここにいたい！」と言いながら帰っていきました。 

和の日（伝統文化理解教育）学校支援本部事業 

★11 月 13 日は、区

の総合震災訓練。本

校のレスキュー隊 15

人が参加、大がかり

な訓練に、積極的に

取 組 ん で く れ ま し

た。 

 
またどうぞ！ 

 



 

 

 

 

11 月６～８日、区の連合文化祭が 

行われました。前号でご紹介した 

代表者作品の一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The good things and bad things about going to school 
  

Shimoji Ryuto    
Today I'm going to be talking about going to school. I was not attending school  for about the whole year in grade 

7. The reason why I didn't go to school is that I wanted to play games and I didn't like going to school, basically the 

same reason why every kid doesn't want to go to school. So It's a very big topic for me about going to school. So I'm 

going to share my ideas and fun information I found that are interesting. You all probably wondered at least once 

what's the point of going to school and thought that school is all just a waste of time.  

There are of course many useless things like learning the periodic table of elements, memorizing all the presidents 

in order, learning to write in cursive, learn how to use an encyclopedia, etc. It's a total waste of time unless you're 

trying to become a specific thing like a scientist. It's probably important to learn the periodic table of elements 

depending on what type of scientist you want to become, but if that's not the case you should be using your time on 

something more useful for yourself in the future. Ok, enough talking about the negative things let's go on to the 

positive things.  

We're not going to school just to study. There are other important things such as developing social skills and 

developing your talents. When you go to school there are many types of different people and you can develop your 

social skills by talking with different people. It's important to grow your social skills because it allows you to 

communicate, relate, and connect with other people. This is needed for making many relationships that will help 

you live a life with a better degree of satisfaction. You also want to go to school so that teachers can help develop 

your talents. You might have a talent that not many other people have for example singing, critical thinking, writing, 

communicating, etc. Every person is blessed with different talents and teachers can help grow that talent you have. 

I hope now you all understand school is not just a waste of time and there are other things than just studying. 

校内学芸発表会展示の部      （前号で掲載しきれなかった写真です） 

杉並区中学校連合文化祭   （美術・技術家庭・サイエンスグランプリ・英語発表会） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                              

コーナー 
 

今回は、今夏（7月 16）日に行いました先生方と PTA、学校支援本部そして 

私たち CS（学校運営協議会）での懇談会のご報告です。先生方の慰労も兼ねな 

いといけない時期、それを押しての企画でしたが、有益な交流会でした。先生 

方にはお礼と感謝を申し上げたいと思います。 

この四者はいわば、天沼中学校の“応援団”でもあります。応援団は、もちろんこの四者以外にもありますが、先生

方、PTA、学校支援本部の方と天中 CS（学校運営協議会）の 4者は、夏に定例で、生徒の生活や学び、学校や地域のこ

と等について、懇談・意見交換してきています。 

今年の夏には、松尾新校長の提案を基に、役割ゲーム（ロールモデルゲーム）で、中学生のこころと生活、人間模様

を考え合いました。講師のスクールカウンセラー（那須里絵先生、石澤美幸先生）から、「天中の生徒の自己肯定感が

低い」傾向があるという報告もあり、ちょっと緊張しました。ですが、子ども･青年の実際をリアルに受け止めること

や「自己肯定感」「他者への甘え」の重要性について、考えるよいきっかけになりましたし、なによりも、四者での生

徒についての受け止め方や対応の仕方について意見を交流できたのが、とても貴重な機会となりました。以下の文章

は、その時の感想のほんの一部です。 

○自立＝意欲⇒安心感⇒甘えさせる（られる）。分かっているようでも難しいと思いました（CS） 

○今までも自己肯定感の低い話は伺う機会は多々ありました。自己肯定感の低い子供にどのように接していくのが良

いのか親として分からず悩みますが、このような研修の機会があり、また、これからも子どもの目線を大切に子育て

をしたいと思います（PTA） 

○子どもを変えようとせず、肩の力を抜こうという表現に感銘を受けました。まずは子どもが安心感をもてる環境を作

っていこうと思います（PTA） 

○いつまでも甘えるのは良くない、と考えていることを反省しました。甘えたいと思っている子供の気持ちを尊重し、

子供のペースに合わせることは子どものその時の状態をよく見ていないとできないなと感じました。(教員) 

○甘えた人が自立する。子どものペースを大切に生活していく中ではぐくまれることを学びました(支援本部) 

○自分の子育てを振り返って、「しつけ」は重視していますが、「自己肯定感」をあまり意識していませんでした。今後

は一つ小言を言ったら二つ褒めようと思いました。(支援本部) 

今後も、このような機会を設けていければいいなと思います。また、この機会以外にも、保護者の方々との懇談、情

報交換、意見交換の場をつくっていければと思います。生徒と地域の青年たちの応援団として！ ご協力をよろしく

お願いいたします。 

※ 次回ＣＳ協議会は１２月２０日 14：00～16：00 会議室にて開催されます。 

傍聴ご希望の方は、副校長までご連絡ください。 

   がんばれ！【天沼中選手団】 
12 月 12 日（日）は、区駅伝大会です。選手の皆さんは、保健体育科の

関戸先生、森岡先生の指導のもと、11 月の練習開始からチームで協力

し合い、一人一人、自分の記録を伸ばしてきました。補欠選手も含め、

駅伝はチーム力。今年度も入場制限があり、生徒は応援には行けません

が、天沼中生全員のチーム力で、ライブ中継で応援しよう。心は届く！ 

天沼中選手団 （順不同 敬称略） 

木谷美咲 市川 和 塩入未来 鑓田朱音 園田来幸  

森本深由 大橋茉希 滝口晏巳 村上緒彩 

都筑大輔 井上 握 辻 哲也 草間 信 金澤大河  

轟 海智 亀井俊吾 酒井優輝 前村卓海 

 


